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SS-017 宗教の認知科学とその文化普遍性・文
化特異性
日本の視座から基盤理論を問い直す

企画代表者：石井 辰典（早稲田大学）

企画者：中分 遥（高知工科大学）

話題提供者：石井 辰典（早稲田大学）

中分 遥（高知工科大学）

柳澤 田実#（関西学院大学）

五十里翔吾 #（大阪大学）

藤井 修平 #（東京家政大学）

指定討論者：山中由里子 #（国立民族学博物館）

司会者：石井 辰典（早稲田大学）

宗教は，人類史において私たちと切り離せないものであったと言える。

宗教に関する学問は様々あるが，近年西洋圏で急速に発展してきたのが

宗教認知科学，すなわち認知科学・進化科学の観点から，なぜ宗教が人

間社会に普遍的に見られるのか，また世代を超えて受け継がれるのかを

解明しようとする学際的分野である。ただその理論・仮説の文化普遍性

は必ずしも検証が十分とは言えない。主に一神教世界の研究者たちが構

築してきた理論を，非一神教世界の理解のために無批判に適用してよい

のだろうか？そこには一神教的な自然観を前提とした文化的バイアス

がかかっていないだろうか？これを問うために本シンポジウムでは，ま

ず日本で宗教認知科学研究を進めてきた研究者に自身の研究を紹介して

もらい知見を蓄積する。そして指定討論者には「超常認識」や「想像界

の生きもの」の比較文化プロジェクトに携わり「人はなぜモンスターを

想像するのか」について多くの論考をお持ちの山中由里子（専門：比較

文学比較文化）を迎え，コメントをいただく。この異分野間の対話を通

じて，宗教認知科学で問われる宗教的概念・信念の文化的相違点につい

て議論を深めたい。

SS-018 アスリートのパフォーマンス向上に対
する認知行動療法の適用と工夫
勝ちも大事，価値も大事

企画代表者：高山 智史（松本市山形村朝日村中学校組合立鉢盛中学校／関西学院

大学文学研究科）

話題提供者：高山 智史（松本市山形村朝日村中学校組合立鉢盛中学校／関西学院

大学文学研究科）

荒井 弘和（法政大学文学部）

栗林 千聡（国立スポーツ科学センター）

指定討論者：佐藤 寛（関西学院大学文学部）

司会者：金澤潤一郎（北海道医療大学心理科学部）

アスリートにとってパフォーマンス向上は重要課題である。パフォーマ

ンス向上のための心理学的支援は，心理的スキルトレーニング（または

メンタルトレーニング）と呼ばれ，認知行動療法に基づくアプローチの

有効性が示唆されている。また近年は，勝利を追求するだけでなく，競

技生活や日常生活において大切にしていきたい行動の指針となる価値を

含めたパフォーマンス支援を重視するようになってきている。しかしな

がら我が国では，認知行動療法に基づく研究知見の蓄積は限定的であり，

実践も限られている。本シンポジウムでは，認知行動療法に基づくパ

フォーマンス支援を研究し実践する演者から話題を提供いただく。アス

リートの価値に関する研究動向に触れたうえで，トップアスリートを対

象とした認知行動療法の実践上の工夫点と今後求められる課題点につい

て，価値に焦点を当てながら議論したいと考えている。

SS-019 援助要請研究に基づくコミュニティ・
アプローチの可能性
メンタルヘルスリテラシー，スティグ
マ，オンラインの援助資源と援助要請

企画代表者：本田 真大（北海道教育大学函館校）

話題提供者：本田 真大（北海道教育大学函館校）

中村菜々子（中央大学），永井 智（立正大学）

木村 真人（大阪国際大学）

指定討論者：飯田 敏晴（立教大学）

水野 治久（大阪教育大学）

司会者：本田 真大（北海道教育大学函館校）

人に助けを求めたり相談したりする心理を扱う援助要請研究では，近年，

介入研究が増加し，「援助要請に焦点を当てたカウンセリング」（本田・

水野，2017）と呼ばれている。特に多いのは過少性（ニーズがあっても

援助を求めない）の改善をめざしたメンタルヘルスリテラシーとスティ

グマへの介入である。また昨今の新型コロナウイルス感染症の影響によ

り，ニーズが一層高まっていると思われるオンラインの援助資源に対す

る援助要請の心理を解明することも重要な課題である。さらに，援助要

請への介入において個人の内的要因を過大視することで，援助要請を自

己責任にする危険性が指摘されている（橋本，2020）。つまり，個人への

介入のみにとどまらない，コミュニティへの介入の在り方を模索する必

要性に迫られている。そこで本シンポジウムでは，援助要請への介入研

究の現状と課題を展望し，メンタルヘルスリテラシー，スティグマ，オ

ンラインの援助資源と援助要請に関する研究を発表する。それらの話題

提供を実践につなげる視点として，コミュニティ心理学の立場から指定

討論を行い，介入対象者の自己責任に帰さない援助要請への介入の方途

を探究する。

SS-020 強化学習モデルを用いたヒトの情報処
理過程の理解

企画代表者：遠山 朝子（日本学術振興会 特別研究員（PD），専修大学）

企画者：大庭 丈幸（名古屋大学）

菅原 通代（日本学術振興会 特別研究員（PD），早稲田大学）

話題提供者：遠山 朝子（日本学術振興会 特別研究員（PD），専修大学）

大庭 丈幸（名古屋大学）

菅原 通代（日本学術振興会 特別研究員（PD），早稲田大学）

指定討論者：中尾 敬（広島大学）

司会者：大庭 丈幸（名古屋大学）

ヒトは生きていく中で，絶え間ない環境との相互作用を繰り返し，そこ

での選択の積み重ねが個人を形成する。このようなヒトの意思決定にお

ける情報処理過程の特徴を捉え，定量化する 1 つのアプローチとして，

計算論モデリングがある。本シンポジウムでは心理学や工学の分野でも

広く使われている強化学習モデルをとりあげ，我々が，どのようにモデ

ルからヒトの心の理解にアプローチしようと試みているのかを紹介す

る。現在，強化学習モデルには様々なバリエーションが提案されている

が，各話題提供者は，学習率の非対称性（：期待より良かった場合と悪

かった場合の学習の違い）や固執性（：価値計算とは無関係に自分の選

択を繰り返す傾向），忘却性（：不確実性に基づく価値の初期化）等に注

目した研究を紹介する。同時に，モデルの設定や推定方法によって研究

結果が容易に歪められる可能性，実際に実験を実施する中での気づきに

ついても共有していきたい。
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